
班別研修 ２２HR 鈴野 奏太(稲梓中学校) 

 私たちの班は、出島・孔子廟・眼鏡橋・亀山社中を見学しました。

この中で特におもしろかったのは出島です。出島には、古い建物がそ

のまま残っており、当時の日本にタイムスリップした気分になりまし

た。江戸時代の出島を再現したミニチュアが展示してあったのです

が、完成度が高く見ていて飽きなかったです。昼食は、長崎中華街で

とりました。名物の角煮まんじゅうを皆で食べました。移動は、路面

電車の一日乗り放題券を購入し活用しました。チェックポイントで

は、スマートフォンで写真を撮影して先生に提出しなければいけない

のですが、よい写真をとることができました。 

 はじめての街なのでいろいろと心配しましたが、班で意見がわれる

こともなく、計画に大きく遅れることもなく研修を行うことができま

した。 

長崎平和学習 ２１HR 齋藤 遥（河津中学校） 

 私は、長崎原爆資料館の見学や原爆被爆者の講話を通して、戦争が

悲惨であること、原爆の被害は想像以上にひどかったことを知りまし

た。原爆資料館では、実際に被爆して負った怪我の写真や死体の写真

が展示してありました。特に、親子で写っている写真を見て、とても

痛々しく胸が苦しくなりました。 

 原爆被爆者の講話では、防空壕にいたから助かったけど、もし防空

壕の外にいたらと考えたら、とても怖くなりました。また、その時代

の人は、とても貧しく贅沢できない生活を送っていたことを知りまし

た。講師の方が、「今の若者は、戦争や原爆も経験せずに平和に暮ら

せています。これは当たり前のことではありません。」と言っていま

した。この言葉は忘れずに生活していきたいです。  
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長崎修学旅行 
 12月７日（火）～10日（金）2年生が長崎修学旅行に行ってきました。新型コロナウイルスの感染状況をみな

がら直前まで実施の可否を検討しましたが、感染状況が落ち着いていたことと保護者の皆様から協力を得られたこ

とで、予定通りの旅程で実施することができました。旅行中は天候にも恵まれ、充実した4日間を過ごすことがで

きました。 

修学旅行旅程 

1日目－12月7日（火） 

・東伊豆町役場→羽田空港→長崎空港 

・雲仙岳災害記念館（雲仙普賢岳災害の学習を通し

て、地域防災、災害防災について理解を深める。） 

2日目－12月8日（水） 

・ハウステンボス 

・平和祈念公園、原爆資料館（長崎原爆の学習を通し

て、平和学習を行う。） 

3日目－12月９日（木） 

・班別長崎市内研修（長崎中華街、めがね橋、出島、

グラバー園、オランダ坂等） 

４日目－12月10日（金） 

・長崎ペンギン水族館 

・長崎空港→羽田空港→東伊豆町役場 

１年生インターンシップ 

期末テスト 
 12月2日(木)～6日(月)に2学期末テストを実施しました。（3年生は、7日(火)～

9日(木)）このテストは、2学期の学びの成長を確認する重要なテストです。多くの

生徒が計画立ててテストに臨んでいました。 

 

遠足（3年生） 
 12月10日(金)に3年生遠足を行いました。伊豆三津シーパラダイス、沼津港、明

太パークをバスでめぐりました。卒業を4か月後に控えて、学年での最後の校外行

事となりました。 

 

地域創生・活性化事業 
 12月10日(金)に１年生を対象として、地域創生・活性化事業を実施しました。

人口減少や少子高齢化等の地域問題地域の現状を考えさせ、Uターンを含め将来地

域を活性化させる人材となってほしいという目的です。東伊豆町役場や多くの地元

企業の方々からお話を聞き、魅力を知ることができました。 

 

火災避難訓練 
 12月15日(水) 火災避難訓練を実施しました。授業中に化学室から火災が発生

したという設定で、避難経路を確認しながら実際に一時避難場所のグラウンドへ避

難を行いました。訓練後は、消火器の使い方の

講習、煙体験を行いました。 

12月～1月の主な予定 

12月20日(月) 全校スポーツ大会 

12月21日(火) 終業式 

 1月 6日(木) 始業式 

 1月 7日(金) 冬課題テスト(1，2年) 

1月17日(月)～21日(金) 面接週間 

12月22日(水)～1月5日(水)は、冬休みとなります。（29日～3日学校閉鎖） 

 

インターンシップを経験して 13HR 鈴木 徹太（熱川中学） 

 私は、このインターンシップで、下田消防署に行ってきました。一番大変だった

のは、2日目に実施した警防訓練です。特に担架を使って人を運ぶ訓練が一番印象

に残っています。隊員の方々が大変なのに諦めないのは、そこで足を止めたら助け

られる命も助けられなくなってしまうからです。そのような姿を見て、自分も日常

生活で小さなことからあきらめずに頑張っていこうと思いました。 

 私は、以前より消防士にあこがれを持っていましたが、このインターンシップを

通して自分の進路目標を消防士とすることを強く決意しました。消防士になるため

には、体力と学力が必要です。今以上に体力をつけたいです。そして、学力におい

ては、今まで以上に授業に意欲的に取り組み、消防士試験に合格できるだけの学力

を身につけたいです。 

 12月７日（火）～９日（木）１年生がインターンシップに参加してきました。地域の企業に協力をいただき、興

味のある企業で、実際に職業体験をしました。このインターンシップを通して、仕事に対する理解や地域の産業に

対する理解を深めることができました。 

▲小澤司美容室で、美容師としての心

得、接客の心得を学ぶ 

▲河津建設で、湾岸工事についての説

明をうける 

▲銀水荘で、大人数の食事準備を体験

する 

▲下田水族館での実習 


